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軍
人
の
救
出
は
実
に
迅
速
で
し

後
、
太
平
洋
上
の
居
住
地
域
で

た
。
ロ
ン
グ
ラ
ッ
プ
島
民
よ
り

野
一
口

　

一邦

和
一
（常
任
世
話
人

・
元
日
本
大
学
准
教
授

〈放
射
線
防
護
学
〉
）

核
実
験
フ
オ
ー
ル
ア
ウ
ト
が
増

一
ア
メ
リ
カ
人
を
優
先
し
た
救
出

え
る
雨
季
に
核
実
験
を
行
い
続

で

あ

っ
た

こ

と

は

明

ら

か
で

工
採
り
紙
の
よ
う
な
も
の
）

・
　

け
ま
し
た
‐‘。．

ク
フ
ゼ
レ
ン
基
地
に
収
容
さ

を
促
進
す
る
」
こ
と
な
ど
が
謳

局
地
的
フ
ォ
ー
ル
ア

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
世
界
的

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
島
民

れ
た
３
カ
月
後
、
ロ
ン
グ
ラ

ッ

法
的
根
拠
の
な
い
占

わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
核
実

ウ
ト
が
増
え
る
雨
季

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
調

よ
り
優
先
さ
れ
た
ア

領
下
と
信
託
統
治
下

　

験
を
行
う
こ
と
は
、
こ
の
基
本

の
核
実
験

査
し
た
も

の
で
し
た
ｃ
Ｎ
Ｙ
０

メ
リ
カ
人
の
避
難

で
の
核
実
験

目
的
に
逆
行
す
る
行
為
で
す
。

ャ
ル
諸
島
で
の
核
実

　

‐
４
６
４
５
の
結
論
は
、
大
平

つ
た
■
９
４
６
年
に
２
回
の
核

　

ダ
実
験
場
で
最
大
爆
発
威
力
７４

験
は
、
キ

ャ
ッ
ス
ル
作
戦

（
５４

　

洋
上
の
居
住
地
域
の
核
実
験
フ

■
９
５
４
年
３
月
■
日
の
ビ

の

「
安
全
宣
言
」
に
よ

っ
て
■

実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
施
政

　

キ
ロ
ト
ン
の
人
気
圏
内
核
実
験

年
の
６
回
の
実
用
水
爆
実
験
）
　

ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
は
雨
季
に

（ほ

キ

ニ
環
礁
で
の
プ
ラ
ボ
ー
実
験

９
５
７
年
６
月
、
ょ
う
ゃ
く
２

権
者
と
は
い
え
ア
メ
リ
カ
が
信

　

し

か

行

わ
な

か

っ
た

の
に
対

以
前
は
４
～
５
月
に
行
う
こ
と
　
は

‐‐５
‐‐
～
１０
月
）
に
行

う
と
増

当
時
、
同
環
礁
か
ら
約
２
■
０

託
統
治
領
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

　

し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
は
最

が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
キ
ャ
　

ぇ
、
乾
季

（
ほ
ぼ
１２
～
４
月
）
　

キ

ロ
メ
ー
ト
ル
東
に
位
置
す
る

で
核
実
験
を
実
施
で
き
る
国
際

　

大
爆
発
威
カ
ー５
メ
ガ
ト
ン
の
大

ッ
ス
ル
作
戦
後
は
５
～
７
月
に
　

に
行
う
と
減
る
と
い
う
も
の
で

ロ
ン
グ
ラ
ッ
プ
環
礁
ロ
ン
グ
ラ

法
上
の
根
拠
は
ま

っ
た
く
な

　

気
圏
内
水
爆
実
験
を
行
い
ま
し

行
・つ
よ

つ́
に
な
り
ま
し
た
。
な

　

し
た
。
大
気
圏
内
核
爆
発
に
よ

　

ィ
プ
島

に
は
６７
人
の
島
民

（
妊

る
限
り
、
被
害
に
対
す
る
補
償

　

「さ
っ
ま
」
乗
組
員
の
被
曝
事

国
で
あ
り
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
の

と
救
済
が
ま
と
も
に
行
わ
れ
る
　
件
が
大
き
く
広
が
ら
な
い
よ
う

核
抑
止
力
に
依
存
す
る
安
全
保

は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

に
巧
み
に
情
報
操
作
を
行

っ
た

障
政
策
を
採

っ
て
い
る
日
本
政

こ
の
点
は
５４
年
の
ビ
キ

ニ
水
　

も
の
で
し
た
。
こ
の
事
件
も
ま

府

に
対
し
て
、
被

害
を
隠
蔽

爆

実

験

で

被

災

し

た

漁

船

員

　

た
政
治
の
重
大
な
怠
慢
以
外
の

放
置
し
、
全
容
解
明
の
姿
勢
を

や

‐
、
５８
年
７
月
１４
日
に
ビ
キ

ニ
・　

何
物
で
も
な
い
で
し
な
う
ず

放
棄
し
て
き
た
過
去
と
誠
実
に

環
礁
で
行

っ
た
爆
発
威
力
９

お
わ
り
に

向
き
合
い
、
ビ
キ
ニ
被
災
の
全

ア
メ
リ
カ
は
、
占
領
下
に
あ

　

　

し
か
も
ア
メ
リ
カ
は
、
ネ
バ
　

　

マ
ー
シ

く
、
国
連
憲
章
違
反
の
乱
暴
き
一　

た
。
■
メ
ガ
ト
ン
以
上
の
大
気

わ
ま
り
な
い
行
為
で
し
た
。
信

　

圏
内
水
爆
実
験
は
１８
回
も
行

っ

ア
メ
リ
カ
気
象
局
の

ロ
バ
ー

託
統
治
の
基
本
目
的
は
国
連
憲

　

て
い
ま
す
。
核
実
験
を
行
う
前

章
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
非
自

　

に
環
礁
の
島
民
を
事
前
に
強
制

　

れ

た

Ｄ
Ｏ

Ｅ

６
４
５
レ

治
地
域
の
独
立
に
向
け
て

「国
　

移
住
さ
せ
て
い
る
と
は
い
え
、

際
の
平
和
及
び
安
全
を
増
進
す

　

こ
れ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
島
民

３７
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　
　
と
し
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
力

に
、
非
核
の
東
京

，
非
核
の
日

本
実
現
と
悪
政
ス
ト

ッ
プ
な
ど

の
今
後

一
年
間
の
活
動
方
針
と

世
話
人

，
常
任
世
話
人
を
確
認

る
」

「住
民
の
政
治
的
、
経
済

　

に
対
す
る
人
種
差
別
以
外
の
何

時
の
６
回
の
核
実
験
フ
オ
ー
ル

　

地
域
の
核
実
験
フ
ォ

の
ロ
ン
グ
ラ

ッ
プ
島
民
が
い
ま

中
央
部
の
除
染

（地
表
を
２０
セ

・通
し
た
海
上
保
安
庁
の
測
量
船
　
ヒ
ャ
ル
‐‐卜
・
フ
‐ォン
一

的
、
社
会
的
及
び
教
育
的
進
歩

　

物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ウ
ト
を
粘
着
フ

ィ
ル
ム

（
ハ
　

ト
が
増
え
る
こ
と
は
、
そ
の
分

し
た
。
実
験
の
数
時
間
後
、
白

ン
チ
メ
ー
ト
ル
剥
が
し
た
）
が

　

「
択

洋

」

と

巡

視

船

「
さ

つ

ツ
ゼ
ッ
カ
ー
大
統
領
は
、

い
灰

（
核
実
験
で

粉
砕
さ

れ

行
わ
れ
ま
し
た
が
ず
未
だ
に
島

ま
」
の
乗
組
員
に
関
す
る

″第

去
に
目
を
閉
ざ
す
者
は
、
結
局

去
の
愚
行
に
目
を
閉
ざ
し
、
再

た
珊
瑚
礁
の
微
粉
末
に
核
分

民
は
帰
島
し
て
い
ま
せ
ん
。
汚

四
の
被
曝
″
の
場
合
も
同
様
で

の
と
こ
ろ
現
在
に
も
盲
目
と
な

び
同
じ
愚
行
を
繰
り
返
し
て
は

列
島
各
地
の
動
き

非
核

「
神
戸
方
式
」
厳
守
せ
よ

裂
生
成
物
な
ど
が
付
着
し
た

一染
の
ひ
ど
い
同
環
礁
の
北
部
の

一島
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
汚
染

り
ま
す
」
と
い
う
有
名
な
演
説

　

な
り
ま
せ
ん
。

本
来
な
ら
国
民
の
安
全
を
守

を
行
い
ま
し
た
。
過
去
に
行
っ
　
　
私
た
ち
は
、
核
保
有
国
政
府

兵
庫
の
会
は
３
月
３０
日
、
第

　

式
」

め

、

島
民

は
実

験

の
関
～

５８

　

の
低
い
同
環
礁
の
南
部
の
島
々

る
べ
き
日
本
政
府
が
、
加
害
国

た
負
の
遺
産
に
誠
実
に
向
き
合

と
核
依
存
国
政
府
の
首
脳
が
核

非
核

の
東
京
、
悪
政

ス
ト

ッ
プ

３９
回
総
会
を
開
催
し
２０
人
が
参

　

っ
た
米
艦
艇
が
３
月
２４
日
に
神

時
間
後
に
救
出
さ
れ
、
３
月

．
を
含
め
て
、

ロ
ン
グ
ラ

ッ
プ
島

の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
核
兵
器
に
　
つヽ
こ
と
な
く
目
を
開
さ
す
者

抑
止
力
に
依
存
す
る
安
全
保
障

東
京
の
会
は
６
月
１５
日
、
第
　
　
総
会
で
は
、
被
爆
８０
年
の
こ
　
加
し
ま
し
た
。
非
核
一「神
戸
方

戸
港
に
入
活
し
た
直
後
の
総
会

４
日
ま
で
に
８６
人
全
員
が
２

　

中
央
部
以
外
は
何
も
手
が
つ
け

依
存
す
る
安
全
保
障
政
策
を
採

　

（国
）
は
、
再
び
同
じ
過
ち
を

と
い
う
誤

っ
た
考
え
を
放
棄

し
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

総
会
に
先
立

っ
て
、
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
式
に
参
加
し
た

東
友
会
の
家
島
昌
志
代
表
理
事

が
持
別
報
告
し
、
浜
矩
子
同
志

社
名
誉
教
授
が
記
念
講
演
を
行

ぜ
で
し

ょ
う
か
。

卜
・
リ
ス
ト
に
よ
り
ま
と
め
ら
・

（
エ
ネ

ル
ギ

ー

省
）

の
Ｎ
Ｙ
Ｏ
‐
４

ポ
ー
ト
は
、
キ
ャ
ッ
ス
ル
作
戦

り
人
気
中
ｔ
破
出
さ
れ
た
核
分

裂
生
成
物
な
ど
が
降
雨
地
球
に

た
。

ロ
ン
グ
ラ

ッ
プ
島
の
西
、

ビ
キ

ニ
環
礁
か
ら
■
５
０
キ

ロ

メ
ー
ト
ル
東
に
位
置
す
る
ア
イ

で
あ
り
、
神
戸
市
長
に
対
し

‐７‐
０

キ
ロ
メ

ー

ト
ル

南

に
位

　

ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
¨

た
。

行

っ
て

い
ま
し
た
。

こ

こ
に

も
白

い
灰
が
降

っ
て
き

た

た

っ
て
い
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
　

繰
り
返
す
危
険
が
あ
る
こ
と
を

し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加

政
府
の
圧
力
の
ま
ま
に
一「政
治

　

警
告
し
た
も
の
で
す
。

す
る
道
を
選
択
す
る
よ
う
呼
び

て
、

「非
核
証
明
書
」
を
提
出

置

す
る

ア
メ
リ

カ
軍

ク
フ

ゼ

日
本
政
府
の
政
治
の

決
着
」
し
、
被
害
の
解
明
と
日
　
　
大
‐平
洋
上
で
行
わ
れ
た
核
実

か
け
ま
す
。

し
な
い
米
核
船
の
入
港
を
認
め

レ

ン
基

地

に
収
容

さ
れ

ま

し

重
大
な
怠
慢

た

こ
と

に

抗
議

す

る

と

と
も

本
の
漁
船
員
の
被
災
者
救
援
の
　

験
に
よ
る
被
害
を
振
り
返
る

私
た
ち
は
被
爆
８０
年
と
な
る

に

、
神

戸

市

民

の
宝

で

あ

る

一
方
、

ロ
ン
グ
ラ

ッ
プ

環
　
一　
核
兵
器
開
発
の
中
で
生

ｉじ
る

責
任
を
放
棄
し
た

こ
と
は
、
政

８
月
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

礁
の
東
に
位
置
す
る

ロ
ン
グ
　

被
害
は
必
ず
隠
蔽
さ
れ
、
一放
置

治
の
重
大
な
怠
慢
で
す
。

を
成
功
さ
せ
、
２
０
２
５
年
を

「
非
核

『
神
戸
方
式
』
」
の
厳

被
害
　
　
　
″
第
四
の
被
曝
″
事
件
は
、

の
負
の
遺
産
に
誠
実
に
向
き
合

核
兵
器
廃
絶

へ
の
転
機
と
す
る

守
を
求
め
る

「特
別
決
議
」
を

リ

ッ
ク
環
礁
で
は
２８
人
の
ア

　

さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

採
択
し
ま
し
た
ｃ

メ
リ

カ

軍
人
が
気
象

観
測

を

．
の
範
囲

程
度
が
不
明
な
ま
ま

６０
年
の
日
米
安
保
条
約
改
定
を

　

っ
て
ビ
キ

一
一被
災
の
全
容
を
明
　
た
め
、
国
連
、
諸
国
政
府
、
世

総
会
で
は
、
元
毎
日
新
聞
記

者
で
フ
リ
ー
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
小
山
美
砂
さ
ん
が
記
念
講
演

め
、
８
人
は
実
験
の
２２

・
５

そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
被
害

　
せ
た
日
本
政
府
と
ア
メ
リ
カ
政

済
措
置
を
採
る
よ
う
要
求
し
ま

　

ま
す
。

時
間
後
、
２０
人
は
実
験

の
２８
　

の
隠
蔽
と
放
置
が
行
わ
れ
て
い

”

ま
た
、
唯

一
の
戦
争
被
爆

を
行
い
ま
し
た
。

北
米
大
陸
で
の
核
実
験
フ
オ
ー
　

時
間
後
に
そ
れ
ぞ
れ
救
出
さ
れ

ル
ア
ウ
ト
が
減
る
こ
と
を
意
味
　

ま
し
た
っ
被
曝
線
量
は
ロ
ン
グ

し
ま
す
。
ァ
メ
リ
カ
は
Ｎ
Ｙ
Ｏ
　
一フ
ッ
プ
島
民
よ
り
低
い
と
予
想

１
４
６
４
５
レ
ポ
ー
ト
の
結
論

一
さ
れ
た
の
で
す
が
、
ァ
メ
リ
カ

を
受
け
て
、
キ

ャ
ッ
ス
ル
作
戦

人
を
合
む
）
が
い
ま
し

ッ
ト
島
に
移
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ

リ
ン
グ
ナ
ェ
環
礁
シ
フ
オ
島
に
　
ト
島
に
移
り
ま
し
た
「
そ
の
　
　
‐
３
メ
ガ
ト
ン
の
ポ
プ
ラ
実
験
の

容
を
明
ら
か
に
し
、
被
災
者
に

は
１９
人

（妊
婦
■
人
を
合
む
）

後
、
９９
年
に
ロ
ン
グ
ラ

ツ
・プ
島
　
局
地
的
フ
オ
ー
ル
ア
ウ
ト
に
遭
　
・
８５
年
８
月
、
西
ド
イ
ン
の
り

．
対
す
る
抜
本
的
な
補
償
と
必
要

な
救
済
措
置
を
早
急
に
採
る
よ

う
要
求
し
ま
す
。
間
違

っ
た
過

も

の

）

が

降

ぅ

て

き

た

た

を
棄
て
、
自
ら
の
意
思
で
無
人

の
ク
フ
ゼ
レ
ン
環
礁
メ
ジ

ャ
ッ

時
、
私
た
ち
は
、
被
害
を
引
き

起
こ
し
た
加
害
国
政
府
が
過
去

と
な
り
ま
す
。

公
表
す
れ
ば
ず

　

目
前
に
控
え
た
５８
～
５９
年
、
日

ら
か
に
す
る
と
之
も
に
、
被
災

界
の
反
核

・
平
和
運
動
と
の
共

核
兵
器
開
発
の
障
害
に
な
る
お

　

米
安
保
体
制

の
堅
持
を
優
先
さ

者
に
対
す
る
補
償
と
必
要
な
救

　

同
と
連
帯
を
心
よ
り
呼
び
か
け

府
が
協
力
し
て
、

「択
洋
」
と

　

す
＾

ヴ
ァ
イ

ス一ユ二

一

〈
バ
一

るめ求を

一

」守

一

珈

．

の核
(1)2025年 4月 15日 号

東
京
の
会

爽竹桃
年
は
■
月
１１
日
に
高
橋
幸
宏

さ
ん
、
３
月
２８
日
に
坂
本
龍

一
さ
ん
と
二
人
の
Ｙ
Ｍ
Ｏ
が

亡
く
な

っ
た
悲
し
い
年
だ

▼
高
校
生

の
時
に
Ｙ
Ｍ
Ｏ

ブ
ー
ム
を
経
験
し
た
私
は
、

ク
ラ
ス
の
仲
間

‐‐
と

‐
Ｙ
Ｍ
Ｏ
の

・コ
ピ
ー
バ
ン
ド
を
組
ん
だ
。

・最
先
端
だ

っ
た
Ｙ
Ｍ
Ｏ
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
コ
ピ
「
し
た

高
校
生
な
ん
て
、
我
々
ぐ
ら

い
だ
と
思
う
Ю
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
も
買

っ
た
。
ア
ル
バ
イ

ト
で
貯
め
た
お
金
と
は
い

え
０
高
額
す
ぎ
る
買
い
物
は

親
に
こ

っ
び
ど
く
怒
ら
れ
た

‐
▼
福
島
一第

一
原
発
事
故
以

降
の
坂
本
龍

一
さ
ん
の
自
然

保
護
と
反
核

。
反
原
発
活
動

は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
し
、

・戦
争
法

‐反
対
集
会
に
も
参
加

し
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
活

動
家
の
顔
だ
け
で
坂
本
龍

一

さ
ん
を
捉
え
る
の
は
正
し
く

な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
、
世

界
中
の
人
々
を
魅
了
す
る
彼

の
音
楽
を
話
る
こ
と
は
で
き

な

い
か
ら
だ
▼
今

の
時
代

「
子
ど
も
た
ち
に
希
望
を
与

え

‐る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

・か
」
之
聞
か
れ
た
ら
、
坂
本

龍

一
さ
ん
の
音
楽
を
聴
か
せ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
と
言
お

う
。
人
間
は
核
兵
器
を
造

っ

た
け
れ
ど
、
こ
ん
な
に
素
敵

な
音
楽
だ

っ
て
創
れ
る
ん
だ

坂
本
龍

一
さ

ん
が
亡
く
な

っ

て

２

年

が

経

つ
。
２
０
２
３

よ
と
、
子
ど
も
た
ち
に
そ
う

言

つ
て
あ
げ
た
い
。

（
石
）
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流
産
や
死
産
、

８５
年
５
月
、
３
２
５

す
「
■

プ
島
民
は

マ
ジ

，
口
環
礁

エ
ジ

５
０
人
の
島
民
は
ロ
ン
グ
ラ
ッ

プ
環
礁
に
帰
島
し
ま
し
た
。
し

太
平
害

の

補

償

験

に


